
西濃の風 
○夏季休業中にどのような力を身に付けるか 
 学校での生活は、時間割に基づいて行動しています。本校ではチャイムは鳴りませんが、

自分で時間を意識し、授業に出席したり、休憩したり、また、互いに声を掛け合って行動し

ています。集団で取り組む授業や部活動では、自分勝手に休んだりすることはできません。 

さて、いよいよ夏季休業です。時間割や集団で行動することがありません。友達や先生を

頼りにすることができません。頼りになるのは、自分自身です。 

□休み中の生活リズムを整える工夫はあるか・・・生活時間の配分、起床・就寝時刻 

□目標を決め、その達成を目指して取り組む計画を立てたか・・・具体的な目標 

□自分で自分を評価する方法を決めたか・・・客観的な評価を継続 

 これら 3点を、配付する冊子『毎日の生活時間の記録、日記』を活用して取り組んでみて

はどうですか。毎夕・夜の同じ時間に記載するといいです。短い時間ですが、一日を振り返

るために。また、毎朝同じ時刻に体温測定及び健康観察を行う。この 2つの時間を通して、

生活リズムを整え、日中の活動（学習や読書、趣味、手伝い等）の工夫を図りましょう。 

 

■現場実習・校内実習の成果 

【3年生 7/5～】 

 10日間の実習にほとんどの人が意欲的に取り組み、実習の成果や自己の課題を確認しま

した。企業からの評価や自己評価を踏まえて、8月初旬の「職業相談」に臨み、卒業後の就

労に向けて本格的な準備を始めます。5 年、10 年と働き続けるために必要なことは何か、

仕事に対する見方や考え方を深め、『自分で決める』という覚悟をもちましょう。 

【2年生 7/12～】 

 5 日間の実習でしたが、しっかりと取り組むことができました。実習中の反省点として、

「返事の声が小さかった」「丁寧な作業ができなかった」「指示どおりのことが難しかった」

「挨拶が段々とできなくなった」が上がっていました。これらはコミュニケーションの力に

とても関係しています。仕事に求められる正確さや丁寧さは、指示や作業のポイントが確実

に理解してこそできるものです。日頃から、しっかり聞くこと、聞いたことが分かること、

分からなければ聞き返すことができるようにしましょう。 

【1年生 7/5～】 

 5日間の校内実習に取り組みました。3つの作業グループで仕事をしました。実習の最後

には、自分たちで仕事の段取りを考えたり、分担していた作業をすべて一人で担当して製品

を作ったりしました。毎日同じ製品・商品と向き合い、作業を継続する根気と正確に作業を

するという姿勢が培われたことと思います。9月には、職場体験として、実際に企業で働く

経験をします。校内実習でも「返事」「あいさつ」「確認」「報告」などのコミュニケーショ

ンの大切さを理解しましたが、さらにその精度を上げることが重要です。 

＊大きな声ではっきりと話す ＊確実に聞き取る ＊正確・具体的に伝える 

 

■夏季休業中の感染症対策のお願い！ 

 感染症対策へのご協力をありがとうございます。引き続き、基本的な感染症対策にご家庭

で取り組むようお願いします。特に、夏休みという気持ちの緩みや開放的な雰囲気の中で感

染し、拡大します。第 5 波への警戒が求められており、行動や心のスキをつくらないよう

に、家族同士で声を掛け合って感染防止対策に取り組みましょう。 

 ●マスク着用 ●手指の消毒 ●検温及び健康チェック・体調管理 

 ●不要不急の外出を控える（まん延防止重点措置地域への移動をしない等） 
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